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１．はじめに

　　　中国語の資料や教材を読む際、読めない文字が多数出てくると、それを調べるのはか

　　なりの労力を必要とします。　ところが、「簡体字の文字認識」と microsoft word の

　　「ルビ」機能を使うと手だけ動かしていれば「振り仮名」（中国語ではピンインという）

　　をパソコンが付けてくれます。　尤も、機械がやることなので、たまにエラーも有りま
　　すが大いに助かります。

　　　次に手順を簡単に示します。

２．映像の取込み
　　　「簡体字の文字認識」を行うために、書面の映像を イメージ・スキャナー または
　　デジカメ（コンパクト型で充分）を使ってパソコンに取込み、マイピクチャー他にビッ

　　トマップイメージ（拡張子： ．bmp）として保管します。　一般的なイメージ保管方法

　　の JPEG イメージは使えません。
３．簡体字の文字認識
　　　日本語の文字認識は無料で高性能ソフトが手に入りますが、中国語の場合は数万円ほ
　　ど掛かります。　無料のソフトとして、
　　　　http://chn.owlnet.jp/tips5.htm　「中文画像を中国語OCRでテキスト化する方法」
　　　　　　　　　　（↑：クリックして下さい。）

　　が見付かりました。
　　　このソフトは、１文字毎に文字を読取っていくので多少手間が掛かりますが、なにし
　　ろタダなので我慢しましょう。

　　　文字認識ソフトのダウンロード、ソフトの使い方は上記サイトで詳しく紹介していま
　　すので参考にして下さい。
　　　なお、ダウンロードは、“cocr2_100.zip”をクリックしても　　出来ないので、“mirror”

　　をクリックして実行しました。 
　　　また、このソフト（COCR2_100）にはバグが残っているようで、最初に認識させる文

　　字が簡体字特有の文字（例えば、爱 间 化 岁 钱 etc.）であると、以降の文字が“system”

　　というフォントで保管されて、ワード等では表示できなくなります。　これを避けるた

　　めには、最初の文字が簡体字特有の文字である場合、日本語にも使われている文字を最

　　初に認識させて、そのあと、所望の文字を認識させると旨くいくようです。

　　　更に蛇足ですが、認識した文書はファイル名として“．doc”の拡張子を付けておくと

　　直接 word 文書として保管されます。
４．「振り仮名」（ピンイン）の付与
　　　上記ソフトで文書をテキストとしてパソコンに取込んだことになります。
　　microsoft word で再度文書を展開し、振り仮名を付けたい文字、つまり読めない文字を
　　選択して「ルビ」のアイコンをクリックすると「振り仮名」（ピンイン）が付きます。

　　　この操作の詳細は、このホームページに示す「簡体字入力方法」に記述しました。
　　　　　　　　　　　――　説明は以上です　――
